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Toward Acoustic Remote Sensing of Marine Organisms

リモートセンシング



リモートセンシング音響

Toward Acoustic Remote Sensing of Marine Organisms

観測
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種の音を知る 音で種を判別する基礎
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発展 海洋保護区の設定 多様性マップ 資源管理 モデルの検証

遠隔的種判別技術

海洋研究開発機構

水産研究・教育機構

東北学院大学

応用 種別の時空間マッピング H27-28

海洋生物の音響リモートセンシングを目指して



・タイセイヨウニシンの半径15kmでの音響リモートセンシング

浮き魚の富士山レーダー



環境省・事業者と連携
・データ相互利用
・アセスメント事業への貢献

20定点による広域展開
・四季
・低周波と高周波の同時観測

海洋生物の音響リモートセンシングを目指して
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銚子東京

鹿島

尾 / 1000 m2
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Fixed hydrophone :100,000 hours (11 years)

Cable observatories : over 20 years

Towed hydrophone : 8,000 km

種の判別



海表面温度は衛星からわかるが、海中の水温分布を時々刻々配信できる情報
ネットワークはこれまでなかった。洋上風車から時刻同期した特殊な音波を
発し、これを別の風車で受信すれば、音伝搬経路の平均海水温と流速がわか
る。トモグラフィーによる逆演算で、水温・流速の三次元構造も把握も可能。

中央水産研究所 海洋・生態系研究センター
生態系モデルグループ 赤松友成沿岸音響トモグラフィー

海底を情報基地としてリアルタイムに水温と流速を計測

音の伝搬時間を測れば、その間
の平均水温がわかる。温度が高
いほど、音速は速い。逆方向の
伝搬時間から、平均流速もとり
だせる。

海の温度と流速分布のCTスキャン

仕組み


